
(57)【要約】

【課題】燃料ガスや助燃ガスの流量を変えても水素炎の

形成位置の変化が少ないＦＰＤを提供し、以て常に良好

なＳ／Ｎ比を保ってＦＰＤによる分析を行えるようにす

る。

【解決手段】ＦＰＤセルの内部に助燃ガス吹出孔６から

吹き出される助燃用空気の流れを水素炎８の方向、即ち

燃料ガス吹出孔５の中心軸の延長線Ａの方に偏向させる

偏向手段を設ける。具体的には、助燃ガス吹出孔６を水

素炎８の方向に傾けて穿設する。このように構成するこ

とで、助燃ガスは水素炎８の方向に流れるので、助燃ガ

スと燃料ガスが混合しやすくなり、水素炎８の形成位置

が安定する。

【選択図】　　　　　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ ラ ム 流 出 ガ ス 、 燃 料 ガ ス 及 び 助 燃 ガ ス を 混 合 し て 燃 焼 さ せ る 燃 焼 室 と 、 そ の 炎 が 発 す
る 特 定 波 長 の 光 の 光 度 を 測 定 す る 測 光 部 と 、 前 記 助 燃 ガ ス を 前 記 燃 焼 室 内 に 吹 き 出 す 助 燃
ガ ス 吹 出 孔 が 設 け ら れ た 面 か ら 前 記 燃 焼 室 内 に 向 け て 上 向 き に 突 設 さ れ た ノ ズ ル 筒 の 頂 部
に 前 記 カ ラ ム 流 出 ガ ス と 燃 料 ガ ス と を 吹 き 出 す 燃 料 ガ ス 吹 出 孔 を 有 す る ガ ス ク ロ マ ト グ ラ
フ 用 の 炎 光 光 度 検 出 器 に お い て 、 前 記 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 か ら 吹 き 出 さ れ る 助 燃 ガ ス の 流 れ を
前 記 燃 料 ガ ス 吹 出 孔 の 中 心 軸 の 延 長 線 に 向 け て 偏 向 さ せ る 偏 向 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と
す る 炎 光 光 度 検 出 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 偏 向 手 段 が 、 燃 料 ガ ス 吹 出 孔 の 中 心 軸 の 延 長 線 に 向 け て 傾 斜 し て 穿 設 さ れ た 助 燃 ガ ス 吹
出 孔 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 炎 光 光 度 検 出 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 偏 向 手 段 が 、 燃 料 ガ ス 吹 出 孔 の 中 心 軸 の 延 長 線 に 向 け て 傾 斜 す る 傾 斜 面 を 有 す る と 共 に
該 傾 斜 面 が 前 記 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 の 中 心 軸 の 延 長 線 に よ り 貫 か れ る よ う に 前 記 助 燃 ガ ス 吹 出
孔 の 上 方 に 配 置 さ れ た 偏 向 部 材 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 炎 光 光 度 検 出 器 。
　
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 用 の 炎 光 光 度 検 出 器 （ 以 下 、 Ｆ Ｐ Ｄ と 記 す ） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｆ Ｐ Ｄ は 、 特 に 硫 黄 及 び 燐 の 化 合 物 に 選 択 的 に 高 い 感 度 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ガ ス
ク ロ マ ト グ ラ フ 用 の 検 出 器 で あ る 。
　 従 来 の Ｆ Ｐ Ｄ の 構 造 に つ い て は 特 許 文 献 １ に 詳 述 さ れ て い る と こ ろ で あ る が 、 以 下 、 図
３ に よ り そ の 概 略 を 説 明 す る 。 一 般 に ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 用 の 検 出 器 は 検 出 部 （ セ ル ） と
電 気 系 統 と で 構 成 さ れ る が 、 図 ３ は 従 来 の Ｆ Ｐ Ｄ セ ル の 概 略 構 造 を 断 面 図 で 示 す も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 同 図 に 示 す よ う に 、 Ｆ Ｐ Ｄ セ ル は 、 金 属 製 の セ ル ベ ー ス １ と そ の 上 部 を 覆 う セ ル 外 筒 ２
、 及 び セ ル 外 筒 ２ の 側 方 に 取 り 付 け ら れ た 測 光 部 ３ 等 で 構 成 さ れ 、 セ ル ベ ー ス １ の 上 部 と
セ ル 外 筒 ２ と で 囲 わ れ た セ ル 内 部 の 空 間 は 燃 焼 室 ４ を 形 成 す る 。 セ ル ベ ー ス １ の 下 部 か ら
燃 料 ガ ス と し て 水 素 が 、 ま た 助 燃 ガ ス と し て 空 気 が 導 入 さ れ 、 セ ル ベ ー ス １ の 上 部 に 設 け
ら れ た 燃 料 ガ ス 吹 出 孔 ５ と 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 ６ か ら 燃 焼 室 ４ 内 に そ れ ぞ れ 吹 き 出 さ れ る 。 燃
料 ガ ス 吹 出 孔 ５ は 、 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 ６ が 設 け ら れ た 面 か ら 上 方 に 突 出 す る 円 柱 状 の ノ ズ ル
筒 ７ の 頂 部 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ の カ ラ ム １ ０ は 、 そ の 末 端 が ノ ズ ル 筒 ７ の 頂 部 ま で 達 す る よ う に 挿
入 さ れ 、 セ ル ベ ー ス １ の 下 部 で 図 示 し な い カ ラ ム 接 続 具 に よ り 気 密 に 固 定 さ れ る 。 カ ラ ム
１ ０ の 末 端 か ら 流 出 す る キ ャ リ ア ガ ス と 試 料 成 分 の 混 合 ガ ス （ 以 下 、 カ ラ ム 流 出 ガ ス ） が
燃 料 で あ る 水 素 と 共 に 燃 料 ガ ス 吹 出 孔 ５ か ら 吹 き 出 さ れ 、 燃 焼 し て 水 素 炎 ８ を 形 成 す る 。
水 素 炎 ８ か ら 発 す る 光 は 測 光 部 ３ に 導 入 さ れ 、 こ こ で 試 料 成 分 由 来 の 特 定 波 長 の 光 の 強 度
が 測 定 さ れ 、 検 出 信 号 と し て 出 力 さ れ る 。 ９ は 、 水 素 炎 ８ の 下 部 か ら 発 す る ノ イ ズ 性 発 光
を 遮 る 遮 光 リ ン グ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の よ う に 、 燃 焼 室 ４ 内 に 向 け て 突 出 す る ノ ズ ル 筒 ７ を 設 け て 、 水 素 と カ ラ ム 流 出 ガ
ス を 助 燃 用 空 気 よ り も 高 い 位 置 か ら 吹 き 出 す 構 造 は 、 助 燃 用 空 気 中 の 有 機 物 に 由 来 す る ノ
イ ズ 性 発 光 を 試 料 成 分 由 来 の 発 光 か ら 分 離 す る た め に 有 効 で あ る こ と は 、 特 許 文 献 １ に 詳
述 さ れ て い る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ ２ ２ ６ ６ １ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 従 来 の Ｆ Ｐ Ｄ で は 燃 料 ガ ス と 助 燃 ガ ス （ 空 気 ） が そ れ ぞ れ の 吹 出 孔 か ら
平 行 に 吹 き 出 さ れ る た め 、 両 ガ ス は 並 流 し な が ら 拡 散 に よ り 徐 々 に 混 合 し て 水 素 炎 を 形 成
す る 。 こ の た め 、 ガ ス の 流 量 が 変 わ る と 、 水 素 炎 の 形 成 さ れ る 位 置 が 変 化 し や す い 。 前 述
し た よ う に 、 助 燃 用 空 気 中 の 有 機 物 に 由 来 す る ノ イ ズ 性 発 光 を 遮 断 す る た め に 遮 光 リ ン グ
を 設 け て い る が 、 水 素 炎 の 形 成 位 置 が 変 わ る と 、 こ の 遮 光 リ ン グ の 高 さ も 再 調 整 し な け れ
ば な ら な い 。 遮 光 リ ン グ は Ｆ Ｐ Ｄ セ ル の 内 部 に あ り 、 調 整 は セ ル 外 筒 を 外 し て 行 う 必 要 が
あ る の で 、 そ の 作 業 は 手 間 が 掛 か り 煩 わ し い 。 こ の た め 調 整 不 完 全 な 状 態 で Ｆ Ｐ Ｄ を 使 用
す る ケ ー ス が ま ま あ り 、 結 果 と し て 良 好 な Ｓ ／ Ｎ 比 が 得 ら れ な い こ と も 多 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 燃 料 ガ ス や 助 燃 ガ ス の 流 量 を 変
え て も 水 素 炎 の 形 成 位 置 の 変 化 が 少 な い Ｆ Ｐ Ｄ を 提 供 し 、 以 て 常 に 良 好 な Ｓ ／ Ｎ 比 を 保 っ
て Ｆ Ｐ Ｄ に よ る 分 析 を 行 え る よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 Ｆ Ｐ Ｄ セ ル の 内 部 に 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 か ら 吹 き 出
さ れ る 助 燃 用 空 気 の 流 れ を 水 素 炎 の 方 向 、 即 ち 燃 料 ガ ス 吹 出 孔 の 中 心 軸 の 延 長 線 の 方 に 偏
向 さ せ る 偏 向 手 段 を 設 け る 。 具 体 的 に は 、 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 を 水 素 炎 の 方 向 に 傾 け て 穿 設 し
、 或 い は 、 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 の 上 方 に 、 水 素 炎 の 方 向 に 傾 い た 傾 斜 面 を 有 す る 偏 向 部 材 を 設
け る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と で 、 助 燃 ガ ス は 水 素 炎 の 方 向 に 流 れ る の で 、 助 燃 ガ ス と 燃
料 ガ ス が 混 合 し や す く な り 、 水 素 炎 の 形 成 位 置 が 安 定 す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 は 上 記 の よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 燃 料 ガ ス や 助 燃 ガ ス の 流 量 条 件 を 変 え た 場
合 で も 、 煩 わ し い 遮 光 リ ン グ の 高 さ 調 整 を 行 う 必 要 が な く 、 常 に 良 好 な Ｓ ／ Ｎ 比 を 維 持 で
き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 が 提 供 す る Ｆ Ｐ Ｄ の 特 徴 は 、 Ｆ Ｐ Ｄ セ ル の 内 部 に 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 か ら 吹 き 出 さ れ
る 助 燃 用 空 気 の 流 れ を 燃 料 ガ ス 吹 出 孔 の 中 心 軸 の 延 長 線 の 方 に 偏 向 さ せ る 偏 向 手 段 を 設 け
る よ う に 構 成 し た 点 に あ る 。
　 従 っ て 、 最 良 の 形 態 の 基 本 的 な 構 成 は 、 そ の よ う な 構 造 を 備 え る Ｆ Ｐ Ｄ で あ る 。 　
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 本 考 案 の 一 実 施 例 を 示 す 。 同 図 は 、 本 考 案 に 関 わ る 部 分 で あ る セ ル ベ ー ス １ の 上
部 と そ の 周 辺 の み を 示 す が 、 Ｆ Ｐ Ｄ セ ル と し て の 全 体 構 成 は 図 ３ に 示 す 従 来 例 と 同 様 で あ
る 。 図 １ に お い て は 図 ３ と 同 一 物 に は 同 符 号 を 付 し て あ る の で 、 こ こ で は 再 度 の 説 明 を 省
く 。
　 本 実 施 例 が 従 来 構 成 と 異 な る 点 は 、 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 ６ を 水 素 炎 ８ の 方 に 、 即 ち 燃 料 ガ ス
吹 出 孔 ５ の 中 心 軸 の 延 長 線 Ａ の 方 に 傾 け て 設 け た こ と で あ る 。 言 い 換 え る と 、 燃 料 ガ ス 吹
出 孔 ５ の 中 心 軸 の 延 長 線 Ａ と 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 ６ の 中 心 軸 の 延 長 線 Ｂ 、 Ｂ ’ と が 交 差 す る よ
う に 各 吹 出 孔 を 穿 設 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 燃 料 ガ ス 及 び 助 燃 ガ ス は 交 点 Ｃ に 向 け て 吹 き 出 し 、 交
点 Ｃ の 周 辺 で 混 合 し て 交 点 Ｃ 付 近 を 中 心 に 水 素 炎 ８ が 形 成 さ れ る 。
　 交 点 Ｃ の 位 置 は 、 燃 料 ガ ス 及 び 助 燃 ガ ス の 流 量 と は 無 関 係 に 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 ６ の 傾 斜 角
に よ っ て 定 ま る か ら 、 水 素 炎 ８ の 形 成 位 置 は こ れ ら の 流 量 に 関 係 な く 一 定 で あ る 。 即 ち 、
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燃 料 ガ ス 及 び 助 燃 ガ ス の 流 量 を 変 化 さ せ た 場 合 で も 、 水 素 炎 の 位 置 は 動 か な い 。 但 し 、 実
際 に は 流 量 変 化 に 応 じ て 水 素 炎 ８ の 位 置 も 多 少 変 動 す る が 、 そ の 変 動 幅 は 図 ３ に 示 す 従 来
構 成 の 場 合 に 比 べ て 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に 本 考 案 の 他 の ２ つ の 実 施 例 を 示 す 。 同 図 に お い て も セ ル ベ ー ス １ の 上 部 と そ の 周
辺 の み を 示 し 、 ま た 、 図 １ ま た は 図 ３ と 同 一 物 に は 同 符 号 を 付 し て あ る の で 、 再 度 の 説 明
を 省 く 。
　 同 図 （ ａ ） は 、 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 ６ が 開 口 す る 面 を す り 鉢 状 に 構 成 し 、 こ の す り 鉢 状 の 面
に ほ ぼ 垂 直 に 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 ６ を 穿 設 し た 例 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 助 燃 ガ ス は
水 素 炎 ８ に 向 け て 吹 き 出 さ れ る の で 、 図 １ の 場 合 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
　 本 実 施 例 で は 、 す り 鉢 状 面 の 傾 斜 角 を 適 切 に 選 定 す れ ば 、 す り 鉢 の 上 縁 が 図 １ に お け る
遮 光 リ ン グ ９ と し て の 機 能 を 兼 ね る の で 、 部 品 点 数 を 減 ら す こ と で コ ス ト ダ ウ ン が 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ （ ｂ ） は 、 他 の 変 形 例 を 示 す 。
　 本 実 施 例 は 、 従 来 同 様 に 燃 料 ガ ス 吹 出 孔 ５ に 平 行 に 穿 設 さ れ た 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 ６ の 上 方
を 覆 う よ う に 助 燃 ガ ス の 流 れ 方 向 を 偏 向 さ せ る 偏 向 部 材 １ １ を 設 け た 例 で あ る 。 偏 向 部 材
１ １ は 、 従 来 の 遮 光 リ ン グ ９ の 上 部 を 内 側 に 傾 斜 さ せ て 傾 斜 面 １ １ ａ を 形 成 し た も の で 、
助 燃 ガ ス 吹 出 孔 ６ の 中 心 軸 の 延 長 線 Ｂ 、 Ｂ ’ が こ の 傾 斜 面 １ １ ａ を 貫 く よ う に 配 置 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 助 燃 ガ ス 吹 出 孔 ６ か ら 上 方 に 向 か っ て 吹 き 出 さ れ る 助 燃 ガ ス は
偏 向 部 材 １ １ の 傾 斜 面 １ １ ａ に 当 た っ て 、 図 中 に 矢 印 で 示 す よ う に 、 水 素 炎 ８ の 方 へ 流 れ
方 向 が 変 え ら れ （ 偏 向 さ れ ） る の で 、 図 １ ま た は 図 ２ （ ａ ） の 場 合 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ
る 。
　 本 実 施 例 の 利 点 は 、 図 ３ に 示 す よ う な 従 来 既 存 の Ｆ Ｐ Ｄ セ ル に 対 し て も 遮 光 リ ン グ ９ を
偏 向 部 材 １ １ で 置 き 換 え る だ け で 本 考 案 を 実 施 で き る こ と で あ る 。 な お 、 言 う ま で も な く
、 偏 向 部 材 １ １ は 遮 光 リ ン グ ９ と し て の 機 能 を 兼 ね 備 え る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 考 案 は ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 用 の Ｆ Ｐ Ｄ に 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 一 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 他 の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ 　 セ ル ベ ー ス
　 ２ 　 セ ル 外 筒
　 ３ 　 測 光 部
　 ４ 　 燃 焼 室
　 ５ 　 燃 料 ガ ス 吹 出 孔
　 ６ 　 助 燃 ガ ス 吹 出 孔
　 ７ 　 ノ ズ ル 筒
　 ８ 　 水 素 炎
　 ９ 　 遮 光 リ ン グ
１ ０ 　 カ ラ ム
１ １ 　 偏 向 部 材
１ １ ａ 　 傾 斜 面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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